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目 的　 豆 腐 よ う は 、 前 処 理 を 行 な っ た 沖 縄 豆 腐 を 泡 盛 に 漬 け 込 み 熟 成 さ せ た も の で あ り

植 物 性 た ん ぱ く 質 の 豊 富 な 発 酵 食 品 で あ る 。 本 研 究 で は 、 泡 盛 の ア ル コ ー ル 濃 度 を 変 え て

熟 成 さ せ た と き の 成 分 お よ び 物 性 の 変 化 に つ い て 分 析 し 検 討 し た 。

方 法　 豆 腐 よ う の 製 造 法 は 成 書 に よ る 伝 統 的 な 方 法 に よ り 製 造 し た 。 豆 腐 を 漬 け 込 む と

き の 泡 盛 濃 度 を2    5 度 、3    0 度 、4    3 度 と 選 定 し て 漬 け 込 み 、1  ヵ 月 、3 ヵ 月 、6    ヵ 月 間

熟 成 さ せ た 豆 腐 よ う お よ び 漬 け 汁 を 分 析 試 料 と し た 。 ま た 、 原 料 の 生 豆 腐 お よ び 乾 燥 豆 腐

も 分 析 試 料 と し て 用 い た 。 水 分 は 常 圧 加 熱 乾 燥 法 で 行 な っ た 。pH は 、 日 立 堀 場 ガ ラ ス 電 極

pH メ ー－タF  7  －SSを 用 い た 。 還 元 糖 は 、 ソ モ ギ ・ ネ ル ソ ン 法 に よ り 定 量 し た 。 粗 た ん ぱ く 質

は ケ ル ダ ー ル 窒 素 定 量 法 に よ っ た 。 ア ミ ノ 態 窒 素 の 定 量 は 、 ホ ル モ ー ル 滴 定 法 に よ り 行 な

っ た 。

結 果　1  ) 水 分 は 、 濃 度 の 高 い 泡 盛 に 漬 け た 豆 腐 よ う で 最 も 減 少 量 が 大 で あ っ た 。2    ）

pH は 、 濃 度 に よ る 差 は ほ と ん ど み ら れ ず 熟 成 が 進 む に つ れ て 低 下 す る 傾 向 に あ っ た 。3   ）

生 豆 腐 と 乾 燥 豆 腐 で は ほ と ん ど 含 ま れ て い な い（ ＜0.006 ％ ） 還 元 糖 は 、 い ず れ の 濃 度 に 漬

け た と き で も1 ヵ 月 目 で 急 激 に 増 加 し た 。4    ）粗 た ん ぱ く 質 は 、 各 濃 度 に お い て １ ヵ 月 目

の 豆 腐 で 急 激 に 減 少 し た 。5    ） 物 性 で は 、 硬 さ か2    5 度 と ３ ０ 度 の 豆 腐 よ う に 比 べ て4    3

度 の 方 が 高 く 、 弾 性 は 濃 度 に よ る 差 は み ら れ な っ た 。 粘 性 で は4    3 度 に お い て １ ヵ 月 目 で

高 く,     3 ヵ 月 、6    ヵ 月 と 次 第 に 低 下 し た 。4    3 度 の 泡 盛 を 用 い る こ と に よ り 水 分 が 少 な く

て 、 硬 さ 、 粘 性 に お い て も 良 好 な 豆 腐 よ う を 得 る こ と か で き た 。
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総研）西成勝好

井下智美　 島田那 子　 （ 理学電気）

（ 日本女大学家政）中浜信子

目的　 ジェランガム14'微生物により 産出される高分子多 糖類で４分子に１ 個カル ボキシ

ル基を 有し、 共存するカチ｡オンの変化により、 種々の熱特性ゲルを 形成 することができる

今回はジェランガムおよび塩｡添加試料の熱挙動 に関し若干の結果を得､たので報告する。

方法　0.  3 へ／0. 5 ％シェラン単独と、0.3ﾍﾉ0.  1% のシェランに5'v25niMのNaCl ，KClを添加し

たゲルを試料とした。セタラ ム製超高感度示差走査熱量計（nicro-DSC-bio ）を 用い、試料

を99.9 °Cで１ 時間放凛 後、l °C/min で1. 0 °c まで下げ、 再び99.9'C まで昇 温して熱量測定

を行った。

結果　 シェラン単独の場合9 9. re からの降温測定 においては、ピークはシェ ランの濃度

が増加するに従い高温側にシフトし発熱量も大きくなり 、高濃度ではピークの先端が３個

に分かれた。NaCI.KCI を添加すると、無 添加試料より ピークは高温側にシフト し、 塩濃度

が増加するとさらに高温側に移動したが、 ピーク先端の分離はみられなかった。1.0 °Cか

らの昇温測定にお いては、0.1,     0.3％のシェ ラン単独では2 5°C付近 にピークが１ 個しか見

られ無かったが、濃度を高くするとピークは高 温側にシフトし、 吸熱量も大 きく なり 、低

濃度でみられたピークより 高温がわに多数 のピ ークが記録され非常 に複雑 なゆう解挙動 が

みられた。KCI ｡添加ゲルでは0. 3%のシェ ランに5  oN添加ですでに3  個のピ ークが見られた

が、KCI 濃度を増加させてもピークの数 はシェ ラン単独のものほど多く はなら なかった。

J≪aCI添加ゲルについても同様の結果が得られた。 各々 のゲルの凝固 に関して ジッパーモデ

ルを 適用して解析を おこなっつた。ｇ　　　--ａ-　　¶　　・ 。


